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京
築
の
子
ど
も
達
お
気
に
入
り
の

風
景
や
歴
史
に
関
す
る
様
々
な
思
い

を
表
現
す
る
「
文
化
の
み
や
こ
づ
く

り
」記
念
絵
画
・作
文
コ
ン
ク
ー
ル
。

今
年
も
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
が
、こ
の
ほ
ど
第
一
次
審
査
が
終

了
し
、お
披
露
目
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

　
絵
画
は
「
わ
た
し
の
町
の
過
去
・現

在
・未
来
」と
題
し
、時
を
超
え
て
愛

す
べ
き
風
景
を
描
き
、作
文
は
様
々
な

歴
史
た
ん
け
ん
（
調
査
研
究
や
取
材
、

感
想
な
ど
）成
果
を
綴
っ
て
い
ま
す
。

　
右
の
期
間
、博
物
館
で
展
示
致
し
ま

す
の
で
皆
さ
ん
ぜ
ひ
観
覧
に
お
越
し

下
さ
い（
作
品
観
覧
は
無
料
で
す
）。

　
ア
イ
ヌ
文
化
を
活
写
し
た
マ
ン
ガ
と

し
て
話
題
に
な
っ
た「
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ム

イ
」。そ
の
連
載
を
遡
る
こ
と
80
有
余
年

前
、同
じ
ア
イ
ヌ
の
英
雄
や
そ
の
末
裔
の

悲
哀
を
描
い
て
第
三
回
芥
川
賞
を
受
賞

し
た
人
物
が
、本
町
出
身
の
作
家
・農
業

指
導
者
の
鶴
田
知
也
で
す
。

　
北
海
道
の
自
然
と
人
々
の
生
き
様
に

感
動
し
た
鶴
田
は
、そ
の
顕
彰
と
文
芸
化

に
努
め
、北
海
道
文
学
・労
農
文
学
の
担

い
手
と
し
て
多
く
の
作
品
を
残
す
と
共

に
、現
代
を
生
き
る
私
達
に
向
け
「
不
遜

な
れ
ば
未
来
の
悉
く
を
失
う
」と
の
警
句

を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

「
文
化
の
み
や
こ
づ
く
り
」記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

絵
画・作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展
示
会

絵
画・作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展
示
会

会
期
：
10
／
５（
水
）〜
10
／
30（
日
）　　
場
所:

博
物
館
ホ
ー
ル

会
期
：
10
／
５（
水
）〜
10
／
30（
日
）　　
場
所:

博
物
館
ホ
ー
ル

▲上段から草木画　中位に原稿類　下段に
　受賞作「コシャマイン記」ほかの著書

▲鶴田知也（1902～1988）
　今年生誕120年を迎えた

▲審査後の作品展示の様子（写真は令和3年度）　絵画については
　期間中の有料入館者による投票でグランプリを決定します

▲会場では先生の昆虫談義に加え「動物と虫の親子あてクイズ」「カブトム
　シのクラフト制作」など楽しめる学びと発見が満載でした

▲博物館内の修理工房で最初の工程を確認する関係者　解体した絵
　を徹底観察したのち最善の修理方針を固めてゆきます

◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

10
月
の
歴
史
講
座

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

10
月
１
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

10
月
８
日
（
土
）
10
時
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

10
月
15
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

10
月
22
日
（
土
）
10
時
〜

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

九
州
歴
史
資
料
館
で
特
別
展「
京
都
平
野
と

豊
国
の
古
代
」が
始
ま
り
ま
す

　
当
館
と
の
交
流
も
深
い
九
州
歴
史
資

料
館
で
は
特
別
展「
京
都
平
野
と
豊
国
の

古
代
」を
開
催
し
ま
す
。こ
の
展
示
は
か

つ
て
「
豊
国
」と
呼
ば
れ
た
京
都
平
野
の

古
代
史
を「
深
掘
り
」す
る
も
の
で
、み
や

こ
町
を
主
役
の
一
人
に
し
て
貴
重
な
資

料
が
勢
揃
い
し
ま
す
。

　
こ
の
秋
は
ぜ
ひ
九
州
歴
史
資
料
館
へ

お
出
か
け
下
さ
い
！

・会　
期
：10
／
８（
土
）〜
12
／
４（
日
）

・場　
所
：九
州
歴
史
資
料
館（
小
郡
市
）

・入
場
料
：一
般
210
円
・高
大
生
150
円

・備  

考
：関
連
イ
ベ
ン
ト
多
数
。詳
し
く

　
　
　
　

は
同
館
H
P
等
を
参
照
下
さ
い
。

８月の業務日誌から

　８月21日（日）、館内研修室で「昆虫博士のお話
＆工作会」が開かれました。講師に昆虫採集歴60
年超の松田勝弘さん（文化遺産ボランティア会
員）を迎え、たくさんの写真や標本を交えてのお
話に、子どもたちも興味津々でした。

　８月10日（水）、九州国立博物館で曼陀羅寺（勝
山大久保）所蔵の仏画「当麻曼荼羅図」の修理内
見が行われました。本仏画は傷みが激しく本格修
理が望まれていましたが、県や町による支援体制
も整い、このほど漸く実現の運びとなりました。

博物館休館日カレンダー
2022年 10月

休館日※情報はR4.9.17現在
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日　月　火　水　木　金　土

●
資
料
名

　
鶴
田
知
也
資
料（
つ
る
た
と
も
や
し
り
ょ
う
） 

１
括

＊
写
真
は
資
料
群
の一部

＊
現
品
は一部
が
堺・葉
山・鶴
田
顕
彰
会
の
所
蔵（
当
館
寄
託
）

●
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

・
法 

量 

等
：
総
数
約一〇
〇
〇
点（※

整
理
中
）

・
制
作
年
代
：
昭
和
初
期
〜
末
期（一九
二
〇
〜
九
〇
年
前
後
）

・
ポ
イ
ン
ト
：
未
発
表
原
稿
等
を
含
む
資
料
群

　
　
　
　
　
　

で
十
分
な
注
視
・
分
析
が
必
要

・
公
開
状
況
：
保
存
等
の
た
め
通
常
非
公
開

コ
コ
が
見
ど
こ
ろ
、こ
こ
が
ツ
ボ
!!

こ
の
展
示（
＆
収
蔵
資
料
） つ

づ

と
よ
の
く
に
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み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

日
本
製
麻
業
の
父　

　
　
　
　

吉
田
健
作 152

吉田健作
（1852～1892）

帆布地のトートバッグ

や
速
乾
性
に
優
れ
た
こ
の
生
地
の

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
の
需
要
が
一
気
に
高

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
「
帆
布
」
は
厚

い
生
地
の
た
め
手
作
業
に
よ
る
大
量

生
産
に
は
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
日

本
で
初
め
て
機
械
を
使
っ
た
「
帆
布
」

を
大
量
に
生
産
で
き
る
工
場
を
設
立

し
た
人
物
が
、
み
や
こ
町
勝
山
上
田

出
身
で
元
号
「
昭
和
」
の
考
案
者
「
吉

田
増
蔵
（
学
軒
）」
の
兄
、「
吉
田
健
作
」

で
す
。
本
年
は
こ
の
吉
田
健
作
の
生

誕
１
７
０
年
、
没
後
１
３
０
年
に
あ

た
り
ま
す
。
今
回
は
西
洋
諸
外
国
に

遅
れ
を
と
っ
て
い
た
明
治
時
代
に
、

産
業
振
興
の
発
展
に
尽
く
す
た
め
想

像
を
絶
す
る
苦
労
の
末
、
41
歳
の
若

さ
で
亡
く
な
っ
た
彼
の
人
生
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
久
保
利
通
の
も
と
で

　
吉
田
健
作
は
、
嘉
永
５
年
（
１
８

５
２
）
に
京
都
郡
上
田
村
（
現
み
や

こ
町
勝
山
上
田
）
で
地
元
の
庄
屋
な

ど
の
要
職
を
務
め
た
温
次
（
父
）
と

仲
津
郡
山
鹿
村
（
現
み
や
こ
町
犀
川

山
鹿
）
の
出
身
イ
ツ
（
母
）
と
の
間

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
健
作
は
、
父
や

弟
の
増
蔵
と
同
様
に
漢
学
者
の
村
上

仏
山
が
開
い
た
私
塾
「
水
哉
園
」（
現

行
橋
市
上
稗
田
）
に
入
門
し
ま
す
。

こ
の
塾
で
最
も
仲
が
良
か
っ
た
学
友

が
、
後
に
内
務
大
臣
と
な
る
末
松
謙

澄
（
現
行
橋
市
前
田
出
身
）
で
す
。

そ
の
後
、
明
治
７
年
（
１
８
７
４
）

に
「
小
倉
県
」
に
勤
務
し
、
翌
年
２

月
に
上
京
し
ま
す
。
同
年
５
月
に
は

内
務
省
農
務
課
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
以
降
、
大
久
保
利
通
が

特
に
力
を
注
い
だ
日
本
の
産
業
振
興

策
に
深
く
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
麻
の
研
究

　
吉
田
健
作
は
、
産
業
振
興
策
の
中

で
も
紡
績
業
、
特
に
製
麻
業
の
機
械

化
に
よ
る
大
量
生
産
が
急
務
で
あ
る

と
周
囲
の
人
々
に
訴
え
ま
す
。
こ
の

当
時
、
軍
隊
で
使
用
さ
れ
る
軍
服
、

軍
用
バ
ッ
グ
等
、
兵
士
の
装
備
品
か

ら
テ
ン
ト
や
ロ
ー
プ
に
至
る
ま
で
、

そ
の
素
材
に
は
麻
（
亜
麻
）
が
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
「
軍
需

物
資
」
と
し
て
不
可
欠
な
麻
製
品
を

他
国
か
ら
輸
入
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

ま
た
手
工
業
に
頼
っ
て
い
た
国
内
の

帆
布
生
産
で
は
大
規
模
な
軍
隊
の
需

要
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
健
作
は
、
日
本
の
気
候
・
風

土
に
適
し
た
亜
麻
の
栽
培
か
ら
帆
布

製
造
技
術
の
研
究
に
没
頭
し
ま
す
が

限
界
を
感
じ
、
外
国
の
先
進
地
視
察

の
要
望
書
を
内
務
省
に
提
出
し
ま
す
。

彼
の
熱
心
な
研
究
姿
勢
が
認
め
ら
れ
、

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
開
催
さ
れ

た
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
松
方
正
義
副

総
裁
が
視
察
す
る
際
、
そ
の
随
行
が

許
可
さ
れ
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
ま
す
。

　

渡
航
船
に
は
、
偶
然
に
も
末
松
謙

澄
も
乗
船
し
て
お
り
、
同
郷
の
２
人

は
再
会
を
喜
び
、
異
国
の
地
で
国
の

発
展
の
た
め
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま

す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
国
力
・
技
術
力

の
圧
倒
的
な
格
差
を
目
の
当
た
り
に

し
ま
す
。
現
実
を
痛
感
し
た
健
作
は

こ
の
当
時
、
繊
維
工
業
の
先
進
都
市

で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
「
リ
ー

ル
市
」
に
あ
っ
た
大
規
模
な
亜
麻
の

栽
培
農
家
に
滞
在
す
る
こ
と
を
決
意

し
ま
す
。
昼
間
は
麻
の
栽
培
技
術
の

研
修
、
夜
は
フ
ラ
ン
ス
語
や
機
械
工

学
な
ど
、文
字
通
り
「
寝
食
を
忘
れ
て
」

製
麻
技
術
の
習
得
に
努
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
が
長
い
年
月

を
か
け
て
構
築
し
た
麻
の
栽
培
か
ら

機
械
に
よ
る
麻
布
の
製
造
に
至
る
一

連
の
技
術
や
知
識
を
わ
ず
か
３
年
と

い
う
短
期
間
で
習
得
し
た
と
伝
え
ら

れ
、
国
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
し
た

彼
の
苦
労
が
偲
ば
れ
ま
す
。
こ
の
時

の
無
理
が
た
た
り
、
そ
の
後
健
作
は

重
い
喘
息
の
持
病
を
抱
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

製
麻
工
場
の
設
立

　
明
治
14
年
（ 

１
８
８
１
）
に
帰
国

し
た
健
作
は
、
休
む
こ
と
な
く
製
麻

工
場
建
設
の
意
見
書
・
予
算
書
な
ど

を
農
商
務
省
に
提
出
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
な
い
近
代
的
な
工
場
設
立
に

は
数
々
の
困
難
が
伴
い
ま
し
た
が
献

身
的
な
努
力
で
こ
れ
を
克
服
し
、
明

治
19
年
（
１
８
８
６
）
11
月
、
現
在

の
滋
賀
県
大
津
市
に
日
本
初
の
機
械

に
よ
る
近
代
的
な
製
麻
工
場
「
近
江

製
絲
紡
織
会
社
」
が
開
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
健
作
の
指
揮
に
よ
り
、
明

治
23
年
（
１
８
９
０
）
４
月
に
は
現

在
の
栃
木
県
に
「
下
野
麻
紡
織
会
社
」

同
年
７
月
に
は
「
北
海
道
製
麻
会
社
」

が
開
業
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
製
麻

工
場
設
立
は
、
大
久
保
利
通
が
目
指

し
た
「
日
本
の
近
代
化
」
の
原
動
力

の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健
作
の
死
と
そ
の
後

　
明
治
25
年
（
１
８
９
２
）
２
月
５
日
、

フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
に
患
っ
た
喘
息
の

悪
化
に
よ
り
健
作
は
41
歳
の
若
さ
で

亡
く
な
り
ま
す
。
健
作
に
仕
え
て
い

た
同
郷
の
宮
村
朔
三
（
現
み
や
こ
町

勝
山
黒
田
出
身
）
は
健
作
の
意
志
を

継
い
で
工
場
の
生
産
拡
大
に
努
め
る

と
共
に
北
海
道
の
空
知
郡
周
辺
の
原

野
を
開
墾
し
、
農
場
開
発
に
も
携
わ

り
ま
す
。
地
元
の
人
々
は
彼
の
功
績

を
称
え
、
彼
の
名
を
冠
し
た
「
宮
村

神
社
」「
宮
村
小
学
校
」
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
健
作
は
生
前
、
農

業
振
興
策
に
も
努
め
、
農
民
の
生
活

安
定
・
向
上
の
た
め
様
々
な
作
物
栽

培
も
試
み
て
い
ま
す
。
文
字
通
り
身

を
削
っ
て
短
期
間
で
外
国
の
先
進
技

術
を
習
得
し
、
国
の
近
代
化
に
努
め

た
だ
け
で
は
な
く
故
郷
の
発
展
や
農

民
の
生
活
向
上
ま
で
視
野
に
入
れ
産

業
・
農
業
振
興
に
取
り
組
ん
だ
故
郷

の
先
人
の
功
績
を
永
く
後
世
ま
で
伝

え
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。（

井
上
信
隆
）

「
飛
行
機
」
か
ら
「
バ
ッ
グ
」
ま
で

　
ラ
イ
ト
兄
弟
が
世
界
史
上
初
の
有

人
動
力
飛
行
に
成
功
し
、
来
年
で
１

２
０
年
を
迎
え
ま
す
。
人
類
の
悲
願

で
あ
っ
た
大
空
へ
の
初
飛
行
を
成
し

遂
げ
た
飛
行
機
の
翼
に
は
、
軽
く
て

丈
夫
な
「
羽
布
」
と
い
う
布
が
張
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
18
世
紀
の
日
本
で
は
、

兵
庫
県
で
廻
船
業
を
営
ん
で
い
た
実

業
家
、
工
楽
松
右
衛
門
が
こ
れ
ま
で

に
な
い
丈
夫
な
船
の
帆
「
帆
布
」
を

開
発
し
ま
す
。
こ
の「
羽
布
」や「
帆
布
」

は
、
い
ず
れ
も
麻
や
亜
麻
、
綿
素
材

を
平
織
り
し
て
作
ら
れ
る
厚
手
の
布

地
で
、
一
般
的
に
は
「
ズ
ッ
ク
」
や

「
キ
ャ
ン
バ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
生
地
は
30
年
ほ
ど
前
ま
で
、
こ

の
地
域
の
中
学
・
高
校
に
通
う
男
子

生
徒
の
通
学
カ
バ
ン
に
用
い
ら
れ
る

な
ど
馴
染
み
深
い
も
の
で
し
た
が
、

近
年
は
、
化
学
繊
維
の
普
及
な
ど
で

消
防
ホ
ー
ス
な
ど
そ
の
用
途
が
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
２
年
前
の

「
レ
ジ
袋
有
料
化
」
に
伴
い
、
耐
久
性

は

と

は
ん 
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せ
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っ
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ま

か
い
し
ゃ
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わ
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ら

み
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む
ら
さ
く
ぞ
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お
う　

み

ず
い 

こ
う

ぶ
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ざ
ん

す
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さ
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え
ん

け
ん 

さ
く

す
え 

ま
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け
ん

ち
か

ち
ょ
う

お
お　
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と
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み
ち

ぼ
う 

せ
き 

ぎ
ょ
う

う
っ
た
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じ

ふ
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ら
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